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研究成果概要 
Tibet空気シャワーアレイは、IceCube（南半球）と相補的に全天をモニターできる。両

観測機器データを比較することにより、5-20 TeVにおける異方性の特徴がよく一致している

ことが確かめられた。一方50TeV以上では異方性の特徴に違いが見られ、エネルギー依存性

があるように見える。両半球データの解析をさらに進める必要がある。また、Tibet空気シ

ャワーアレイが1次γ線にも感度があるのに対し、muonを測定しているIceCubeは1次原子核

成分にのみ感度がある。北半球でmuonを測定しているSKのデータも見ながら、この違いに

も留意しつつ今後解析を進める予定である。 
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